
戦前期外地の文化機関を中心とした絵葉書一覧   Ⅴ. 哈爾浜 

                                                               岡村敬二編 

  哈爾浜にはロシア風の建物や寺院などが残されている。それは 1896 年の露清密約のより

ロシアが満洲での権益を獲得して東清鉄道を建設し哈爾浜の街並みを形成していったから

である。1905 年には日露戦争後のポーツマス条約により東清鉄道の長春以南の南満支線を

獲得して南満洲鉄道格式会社を発足させた。この東清鉄道（北満鉄路）は 1935 年 3 月、満

洲国側に売却されている。こうした歴史背景から、ここに掲げる絵葉書には、ロシアが建設

した街並みや建物の写真が数多く含まれる。 

 

 

哈爾浜 1「ハルピン停車場と埠頭區市街 東洋の巴里－ハルピンは埠頭區新市街舊市街の三區に分かれ満蒙

の国際都市として有名だ」。埠頭区は駅の北側で松花江の間の区域 

 

 

哈爾浜 2「（哈爾浜）哈爾浜驛の壮観 上（伊藤公銅像）」。伊藤は明治 42（1909）年 10 月、哈爾浜駅頭で朝

鮮の民族主義者安重根に暗殺された、伊藤は韓国統監府初代統監を務めた。 

 

 

哈爾浜 3「（哈爾浜）硝子趣しに白雲の空、日本語の朗読はアカシヤの緑に溶けて。（日本小学校））」。「硝子

越しか」。哈爾浜桃山小学校。。 



 

哈爾浜 4「哈爾浜埠頭区新市場」 

 

 

哈爾浜 5「（哈爾浜）新市街北満鉄道倶楽部」。1911 年竣工の社員倶楽部。職員の娯楽施設であった。 

 

 

哈爾浜 6「（ハルピン）鉄露倶楽部」。鉄路地区には東清鉄道の社屋や職員社宅などが集まって建っている。 

 

 

哈爾浜 7「哈爾浜日本総領事館」。1907 年 3 月の設置。満洲国の治外法権撤廃などののち総領事館は、新

京・哈爾浜、牡丹江・黒河・満洲里となった 。 



 

哈爾浜 8「（哈爾浜）新築成れる警察廳」 

 

 

哈爾浜 9「哈爾浜埠頭區斜紋街の広場」 

 

 
哈爾浜 10「（哈爾浜）新市街寺院と博物館」。駅から路面電車道を東に向かうと大広場があり、その北西に

中央寺院、西に哈爾浜神社、南西に博物館があった。 

 

 

哈爾浜 11「（哈爾浜）蒼穹に滲み入る鐘の響、有情の涙を誘うては孤客の襟を潤す。（中央寺院）」 



 

哈爾浜 12「（哈爾浜）赤陽に山門の扉は寂として重く、緑樹の蔭には弥陀の教えが匂ふ。（極楽寺）」 

 

 

哈爾浜 13「（哈爾浜）支那式建築美 孔子廟）」。極楽寺のすぐ東に位置する。長春の般若寺、瀋陽の慈恩寺、

営口の楞厳寺、とともに東北地方の四大名刹とされる。 

 

 

哈爾浜 13「（哈爾浜）支那式建築美 孔子廟」（２）。この敷地内にいまは 黒龍江省民族博物館がある。 

 

 

哈爾浜 15「（哈爾浜）孔子廟）」。駅の東北、極楽寺の東に位置する。 



 

哈爾浜 16「ハルピン神社」。宛名面に「京都女専 京都高女 女専米国第二世留学生 満鮮見學旅行團」の印。 

 

 

哈爾浜 17「（ハルピン）哈爾濱神社の聖観」。駅から下った大広場の北に、中央寺院とともにあった。 

 

 

哈爾浜 18「（哈爾濱）新城大街よりモストワヤ、ウチヤストワヤ方面を望む（其一）」。新城大街はキタイス

カヤに併行し、モストワヤは石頭道街、ウチヤストコワヤは地段街である。 

 

 

哈爾浜 19「哈爾濱十二道街」。 



 

哈爾浜 20「（22 大満洲百景）ハルピンキタイスカヤ街及（上）モストワヤ通り」 

 

 

哈爾浜 21「活気溢れて 日本人の、多数に居住する、地段街、殷賑藩営、明朗活気、登喜和百貨店附近に都

市美は濃い。－躍如たり、脈搏雄々しい大哈爾濱の面目」 

 

 

哈爾浜 22「（ハルビン）傳家甸」。傅家甸は中国人街。傅氏が事業を起こしたことからの名称。 

 

 

哈爾浜 23「（哈爾浜）アカシヤの木蔭、男が女が、パラソルが、微風の香に酔ひ痴れる（秋林百貨店）」 



 

哈爾浜 24「（哈爾浜）行きかふ人も忙しき繁華な十字路」。キタイスカヤ通り、松浦洋行の名前が見える。              

 

 
哈爾浜 25「日本領事館 キタイスカヤ街」 

 

 

哈爾浜 26「ハルピン見物三、陸橋を渡れば埠頭區へ  空は青く地は廣い。橋を渡ると、もう店といひ、す

っかり異国情緒だ…。美しく着飾ったロシヤの娘、夫人、紳士・・・・・・が三々伍々楽しげに快活に散歩

して居る。『なる程、これがロシヤ気分か』」 

 

 

哈爾浜 27「ハルピン見物一六 『晝は旅して夜は夜で踊る。…』赤い灯、青い灯…歓楽の街！ジャズ！ウオ

ツカ！エロ！エロ！グロ!グロ! あつ！。消灯!!!」 



 
哈爾浜 28「ハルピン見物一〇 街頭小憩 成程哈爾濱だわい。成程異国情緒だわい。と一々感心して見て廻

ると是でも可なりくたびれる。 街頭のベンチに腰を下してキタイスカヤ街の雑＊に疲れた眸を投げる。

様々の風態と様々の容姿、美人も通れば醜婦も透る。日本人が一人も通らぬ處が成程異国情緒だわい、」 

 

 
哈爾浜 29「ハルピン見物一三 『一寸這入りませう』『いらっしゃーいー』『お疲れになって？』彼女の一言

は運出された卓上のロシヤ料理に一段の甘美感を添える」 

 

 
哈爾浜 30「冬のハルピン）凍結せる松花江上の運搬作業」 

 

  

哈爾浜 31「ハルピンプリスタン 公園 日本人の比較的多く居住するプリスタンの松花江岸に近くこの公園

がある。ハルピンでは最も大きな公園でその設備も行届いてゐる。寫眞前面の跨虹と名付けられた橋は階

段式であるのも面白い」 



 

哈爾浜 32「哈爾濱有名夜間賑フ埠頭公園」 


